





























































































































































































































馬鈴薯，野菜，果実など，平均して肉が 100グラム，その他が 200グラム，計 300グラムを給すると
定めるなど栄養管理を徹底する意図が窺える。また，食後 2時間は休憩の時間とされ，毛布と長椅子
を使い林のなかで休憩や午睡を行った。この休憩は学校医の要求によってなされたのであり，医学的





























































































































































































































 7 拙稿（「大正期における「林間学校」の受容と発展に関する一考察」『学術研究 .人文科学・社会科学編』早
14 教職大学院紀要　第 13号
稲田大学教育・総合科学学術院教育会，2015年，387-407頁）を参照。




















 21 服部教一「目下獨逸ニ行ハルル新小学校編制法」『官報』第 7003号，1906年 10月 31日，13-14頁。
 22 吉田，前掲書，142-143頁。
 23 古瀬，前掲書，402頁。
 24 槇山，前掲書，1908年，515頁。
 25 吉田，前掲書，146頁。
 26 槇山，前掲書，1908年，514-515頁。
 27 槇山，前掲書，1908年，515頁。
 28 吉田，前掲書，145-146頁。
 29 服部，前掲，14頁。
 30 槇山，前掲書，1908年，515-516頁。
 31 なお，槇山も『小学校に於ける実際問題の理論的研究』で，ドイツの屋外教育を紹介し，学校内での屋外教
育や「学校の庭」の改良を論じた点は注目される。これらの教育環境改良の視点と，大正期から昭和初期の
「林間学校」・学校衛生との連続性や非連続性についての検討は今後の課題とする。
32 乙竹，前掲書，1916年，220-221頁。
